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版数 発行日 改定履歴

Veritas System Recovery 
18 製品紹介 第1版

2018年3月 • 初版発行

Veritas System Recovery
18 製品紹介 第1.1版

2018年7月 • Veritas System Recovery SP1の主な
新機能に関する説明を追加

• 各種情報に示すURLをSP1向けに更新
Veritas System Recovery 
18 製品紹介 第1.2版

2018年12月 • Veritas System Recovery SP2の主な
新機能に関する説明を追加

• こちらの改定履歴を追加
• 保守料変更に伴う参考ライセンス価格

の更新
• 各種情報に示すURLをSP2向けに更新



免責事項
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• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、
記載された内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは
予告なく行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布
されるようお願いいたします。二次利用される場合、弊社はその成果物に対し
て責任を負いません。
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この資料の目的
・System Recovery 18 の特徴をご理解いただくこと

・お客様の課題に適した製品をご提案いただけるようになること
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お客様の課題
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数TBを超える
データ量

バックアップの順序も
考慮する、数台以上の

バックアップ対象サーバ

アプリケーション独自の
オンラインバックアップ

仮想環境専用の
バックアップ方式

ウイルス感染対策
(ランサムウェア)

バックアップ時間
の短縮

遠隔地保管
⾧期保管

PC上のデータ保護

クラウドも含めた
DR対策

お客様の課題

データの保護

システムの保護
(サービスの継続)
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System Recovery 18
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NEW!クラウドに
直接バックアップ/リストア

System Recovery 18とは

D:

C:システム

データ

C ドライブの
イメージ
ファイル

Ｄ ドライブの
イメージ
ファイル

各種ディスク
・USB-HDD
・RDX
・外付け/内蔵ディスク
・NAS(CIFS共有)

上記各種ディスクや
クラウドストレージ

(AWS S3、Azure、S3互換)
バックアップ対象コンピューター上の
「全ドライブ」または「個々のドライブ」を、
ディスクイメージで高速バックアップ/リカバリ

バックアップ
データの複製

システムもデータも両方まとめて“簡単”、“高速”、“確実”に保護！
・ディスクまるごとバックアップ
・ディスクまるごとリカバリ

VSSを利用した
スナップショット

8 System Recovery 18 のご紹介



特徴１： とにかく速い！

十分に高速です
８時間でバックアップできるデータ量（TB）

0.0

2.0

4.0

※)2013年 ITR社調査結果より算出

System Recovery
※)ハードウェアなどの性能、環境に依存します。

2.8TB
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特徴１： とにかく速い！

高速だから、こんなスケジュールも可能です

ドライブ 容量 月 火 水 木 金 土 日

C: 200
GB 増分 増分 増分 増分 フル 増分 増分

D: 3TB 増分 増分 増分 増分 増分 フル 増分

E: 3TB 増分 増分 増分 増分 増分 増分 フル

ドライブ別にフルバックアップのタイミングを調整して、全部バックアップ
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※こちらはリカバリポイントセットをドライブ単位で複数実行した場合です
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特徴１： とにかく速い！

リカバリの手順と時間を大幅カット！

・HW：HP Pavilion dv6
・OS：Windows8 (64bit)
・バックアップ対象

ハードディスク：25GB 使用
・バックアップ保存先：NAS

出典：ベリタス調べ

●リカバリ用のDVDメディアやUSBメモリでマシンを起動
●OS やアプリケーションの再インストール不要
●再設定も不要
●丸ごとバックアップしたものを丸ごとリカバリ
●異なるハードウェア構成にもリカバリ可能
●カスタムリカバリディスクの作成も可能

(事前に必要なドライバを登録可能)

バックアップとリカバリの所要時間

バックアップ リカバリ

３分40秒 ３分49秒

※)ハードウェアなどの性能、環境に依存します。
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特徴２： とにかく簡単！

はじめてでも簡単！3ステップ設定

スケジュールを
設定

自動的に
バックアップ

バックアップデータ
の保存先を選択

HDD
NAS

一度設定すれば
あとはおまかせ！バックアップ対象の

ドライブを選択

PC

サーバ
仮想環境

１ ２ ３
簡単だから、運用コストを抑えてバックアップ！

12

クラウド
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特徴２： とにかく簡単！

ファイルのリストアも簡単！
バックアップデータをマウントすれば、
通常のWindowsのローカルディスクと

同様の操作が可能。
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特徴３： こんな便利な使い方も！

リカバリ用ディスクを使うと！

リカバリ用ディスク
から起動 バックアップ

イメージ

異なるハードウェアへのリカバリ

※)通常のGUIを利用し、
バックアップデータの仮想変換も
可能

リカバリ用ディスクで起動し、
OS停止状態でのバックアップ

※)障害発生時以外に、環境構築時にも利用可能
(作業ごとに状態を保全)

① コールドバックアップ ② Restore Anyware
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特徴３： こんな便利な使い方も！

集中監視用ツールも標準装備

監視専用サーバ不要！
管理者のPCにインストールした

“System Recovery Monitor”で
100台までのSystem Recovery

を集中監視可能！

System Recovery のGUIをSystem Recovery のGUIを
ここから起動できる

管理操作もこの MonitorからOK
(※)要GUIインストール

15 System Recovery 18 のご紹介



特徴３： こんな便利な使い方も！

バックアップ保存先のセキュリティもOK！

RDXカートリッジでより堅牢な保護も
・テープメディアと同様のハードプロテクト機構
・オフライン保管でデータアクセス経路を遮断

バックアップデータの暗号化
・AES 128,192,256 に対応

バックアップ対象マシンの
アカウントからアクセスを隔離

バックアップデータ保存先の
NASに対するアクセスには、
個別アカウントを設定可能

16

安全！ランサムウェア対策にも！
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Veritas System Recovery 18

SMB市場向けディスクイメージバックアップ
ソフトウェア

2018年2月6日(火) 発売開始
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Veritas System Recovery 18 SP1
2018年7月10日(火) 提供開始
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Veritas System Recovery 18 SP2
2018年12月6日(木) 提供開始



System Recovery 18 での変更点
・Windows Server 2016 ver. 1709 / 

Windows 10 Falls Creators Update対応
・「クラウドへ直接」オプションのサポート
・SMTP電子メール設定 – TLS/SSLサポート
・Veritas Updateへの変更
・Symantec Management Platform (SMP) 8.1の

サポート
・SilverlightのAngularフレームワークのサポート
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クラウドストレージ
・AWS S3
・Azure Blobストレージ

AWS S3、Azure Blobストレージに
直接バックアップデータの保存・リストアが可能
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C ドライブの
イメージ
ファイル

Ｄ ドライブの
イメージ
ファイル

ローカルストレージ
・USB-HDD
・RDX
・外付け/内蔵ディスク
・NAS(CIFS共有)

System Recovery 18

D:

C:システム

データ
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AWS S3、Azure Blobストレージに
直接バックアップデータの保存・リストアが可能

20

クラウドとの通信には、NetBackupのOpenStorageテクノロジーを活用
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Veritas Update (Symantec LiveUpdateの
後継）
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SMTP電子メール設定－ TLS/SSLの暗号化
をサポート
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TLS/SSLの
暗号化が選べる
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System Recovery 18 SP1での変更点
・Generic S3 互換のクラウドストレージのサポート
・Veritas Access のサポート
・Veritas System Recoveryのバックアップからの

Amazon マシンイメージ (AMI) の作成
・リカバリポイントの手動検証
・Linux edition: RHEL 7.4/SUSE 12.3、uEFI対応
・vSphere 6.7 のサポート
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Generic S3互換とVeritas Accessのサポート
• バックアップデータの直接の保存先として、Veritas System Recoveryで

はGeneric S3互換およびVeritas Accessのクラウドストレージをサポート
しました

• クラウドストレージとの通信に、NetBackupのOpenStorageテクノロ
ジーを採用しています

• クラウドストレージを使用するための条件
– インターネット接続
– クラウドストレージ上にバケットを事前に作成
– アクセスキー
– シークレットアクセスキー
– クラウドインスタンス

• S3のバケットは事前に作成しておく必要があります
• System Recoveryは、クラウドストレージに32-bitのプラットフォーム

は対応していません
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• CloudInstance Creator Utilityを使ってクラウドインスタンスを作成します

• CloudInstance Creator UtilityはVSRのインストールフォルダ/Agentフォル
ダ配下にあります

• 詳細はVeritas System Recovery 18 Service Pack 1ユーザガイド第
15章「S3互換のクラウドストレージについて」をご確認ください

Generic S3互換とVeritas Accessのサポート
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Generic S3互換とVeritas Accessのサポート
• 以下のフォーマットに従って、クラウドのロケーションを

指定します
–フォーマット - “OpenStorageType:ServerName/FolderName
• OpenStorageType S3
• ServerName ProviderName:InstanceName
• FolderNameバケット名

• 例: 
Generic S3ストレージの場合  S3:compatible-with-s3:Test1
Veritas Accessストレージの場合  S3:vtas-access:Test2
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Generic S3互換のサポート
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Veritas Accessのサポート
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Veritas BackupからAmazon Machine 
Image(AMI)の作成
• System Recoveryで取得したイメージバックアップからAWSの仮想マシ

ンを起動することができます

• GUIの仮想変換ツールまたはPowershellコマンドを使って、リカバリポ
イントをVHDおよびVHDX形式に変換。create_AMI_IN_AWSの
Powershellスクリプトを実行してAMIを作成

• 作成したAMIを使って、EC2のインスタンスとして起動できます

• 尚、以下のAWSの開発キットとコマンドラインツールが必要となりま
す
– Amazon Web Services SDK

– Amazon Web Services CLI

• 詳細はVeritas System Recovery 18 Service Pack 1ユーザガイド第
15章「Veritas System RecoveryバックアップからのAmazonでの
Amazonマシンイメージ(AMI)の作成について」をご確認ください
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Veritas BackupからAmazon Machine 
Image(AMI)の作成
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リカバリポイントの手動検証
• Powershellスクリプトを使って、リカバリポイントの検証

が可能になりました
• リカバリポイントが壊れていないかをスクリプトが発見し

てくれます
• スクリプトはISOファイル（メディア）の以下のパスに置

かれています
–DOCS\AUTOMATION\POWERSHELLSCRIPTS

• 詳細はVeritas System Recovery 18 Service Pack 1ユー
ザガイド第5章「リカバリポイントの手動検証」をご確認
ください
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リカバリポイントの手動検証
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System Recovery 18 SP2での変更点
• Windows Server 2019/Exchange Server 2019

サポート
• vSphere 6.5 U1/U2, vSphere 6.7 U1のサポート
• SMTP認証のサポート
• Microsoft OneDrive for Businessのサポート
• SRDでデフォルトで「システム」が選択されるように

なる（以前はファイル名)
• RAO (Restore Anyware)でUSB 3.0ドライバー対応
• クロスプラットフォーム（BIOS <-> UEFI)の復元を

行おうとしたときに対応していないことを通知する
メッセージの表示
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Microsoft OneDrive Businessのサポート
–バックアップデータの保存先としてOne Driveフォルダ（オンプレ

上）が指定できるようになりました。このフォルダからOne Driveの
クラウドフォルダへの同期はOne Driveで行われます。
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Microsoft OneDrive Businessのサポート
–リカバリポイントのファイルサイズは、10GBまでが上限で、これを

超えると分割されて、以下のようなワーニングメッセージが表示さ
れます
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Microsoft OneDrive Businessのサポート
• バックアップファイルのサイズが10GB以下であれば、分割するサ
イズを指定することもできます（１０GBの制限はMicrosoft
OneDriveの制限）
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SMTP認証のサポート
• SMTPの認証と暗号化、両方サポート
• 認証の場合、匿名、ベーシック、NTLMが選べる
• 認証にチェックを入れると、ポート番号も指定できる
• 暗号化の場合、無し、TSL、SSLが選べる
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SMTP認証のサポート
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クロスプラットフォームの復元時のメッセー
ジ
• クロスプラットフォーム（BIOS＜－＞UEFI）の復元ができ

ないことを伝えるメッセージが表示されるようになりまし
た
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SRD作成ウィザード
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SYSTEMがデフォルトで選択される
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• SRDでデフォルトで「システム」が選択されるように変更
する（以前はファイル名)
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十分使える機能を、お手ごろ価格でご提供

Basic Edition
シンプルな簡易版
(フルバックアップ専用)

Server Edition
全機能が利用可能

Linux Edition
Linuxならこれ

Virtual Edition
仮想環境もお得に

54,720円 87,600円 54,960円 191,760円

上記は2018年10月時点の希望小売価格(税別)
Corporateライセンス・初年度平日日中保守1年込
最新価格情報のご確認は、ご購入前窓口まで。

仮想ホスト
単位課金

・仮想マシン3台以上ならお得
・Hyper-Vならホスト側も保護可能
・仮想移行時のP2Vにも利用可能

バックアップ対象マシン単位で購入

Desktop Edition

7,680円

PC用も
お安く

Server Edition
には、1本付属
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System Recovery 18 のターゲット

台

環境規模

小規模向け

データ容量

TB

小～中容量

要件

管理者不在など

3TB

こんなお客様にはぜひ System Recovery を！
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System Recovery 18 のまとめ

AWS S3
Azure

Windows
PC / Server

Linux

VMware
Hyper-V

VSS対応
App & DB

System Recovery18 なら簡単/高速に
システムディスクもデータディスクも保護

幅広いプラットフォーム
とアプリに対応

System Recovery
マシン全体/ディスク個別を
高速イメージバックアップ

マシン全体/ディスク個別、
ファイル単位でも
高速/簡単リカバリ

NAS

ディスク

USBディスク

システム

データ

クラウドへの
直接バックアップも！

RDX
RDX
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System Recovery の各種情報
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ご購入前の各種お問い合わせ先

ベリタスセールスインフォメーションセンター

フリーダイアル 0120-907-000
（IP電話からは 03-4531-1799）

受付時間 10：00～12：00、13：00～17：00
(土日祝日、年末年始を除く)

WEBフォームからのお問い合わせは24時間受付中
[ご購入前お問合せ受付] https://business.form-mailer.jp/fms/d2991ee647690
[評価版のダウンロード・サポート] https://business.form-mailer.jp/fms/66659b5c47733

ベリタステクノロジーズ合同会社46



http://info.veritas.com/japan-product-resources

47

System Recoveryの各種情報
- 販売店様向け各種日本語資料をWEB公開中

カタログ

ライセンスガイド

製品紹介

ハンズオン/自習資料

60日間利用可能
試用版ダウンロード
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■System Recovery 18
・サポートページ

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/ 
・Veritas System Recovery 18 60日間無料試用版
https://www.veritas.com/trial/ja/jp/system-recovery-18.html
・Veritas System Recovery 18 Service Pack 2 ユーザーズガイド

https://www.veritas.com/support/ja_JP/doc/51004009-134250361-0/index
・Veritas System Recovery 18 Service Pack 2 Readme

https://www.veritas.com/support/ja_JP/doc/54295949-134250787-0/index
・Veritas (TM) System Recovery 18 Software Compatibility List

https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/VSR_18_SCL

System Recovery の各種情報
- 試用版、サポート関連情報など
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ありがとうございました
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